
平成２１年度　授業研究会　第１７回校内研修ワークシートの集約
◎　授　業　評　価 　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ワークシート回収数１７　評価は４点法＞
	 評価項目
	 平均値

	◇　生徒は，前時までに考えるための知識や技能を習得している
	３．１０

	◇　「理解確認課題」は適切である
	３．８８

	◇　「理解深化課題」は適切である
	３．６３

	◇　効果的コミュニケーション活動の場が設定されている
	３．９４

	◇　『しっかり教える』『じっくり考えさせる』『はっきり表現させる』各場面は適切である
	３．６３

	◇　教師の指示・発問・板書等は適切である
	３．０３

	◇　本時の目標（仮説）を達成している
	３．４７

	総　合　平　均　値
	３．５３


授業を一言で表現した場合----このように表現した理由
1 くり返しにより定着する授業（後ろ向き思考授業）----今日の学習は…，今日のポイントは…と何度も呼びかけている。
2 聞いて，話して，わかるアットホームな授業----大切なポイントを確認し，考えていく中で，話す過程が上手くとり入れてあった。話そうとすると（わかったつもり→わかったのかわからなかったのかはっきりする）考える過程を経ることになる。なるほどと思った。１人→近くの人と→全体で，と進む中で理解が深まると思った。
3 リズミカルな授業----「平行線なら比が等しい」「比が等しいなら平行線」とリズミカルな言葉で表現，後ろ向き思考のキーワードを「・・・だったらいいな」で表現するなど，ことばで表現することの楽しさが味わえた。
4 教えて（考えさせて）おさえる授業----＜理由記述なし＞
5 手がかりをつかむ道筋が見えた授業----今後の証明問題のときも使えそうだから。
6 なるほど・やった！と喜びのある授業----難しい課題だったが，逆に考えて戻すことで理解できていると感じられた。
7 考え方のポイントがはっきりしている授業----後ろ向き思考から証明していく筋道が明確になっている。
8 これならやってみよう！と思うような授業----証明の問題は難しいからあきらめているという中学生も多くいるが，「後ろ向き思考」を知ると，できるような気がすると思ったと思う。
9 教え合いの大切さが分かった授業----班で教え合う活動を通して，自力で解けない生徒も考えようという意欲を持っていた。また，班での話し合いが，後の全体での発表のリハーサルとなっており有効であると思った。
10 生徒は大脳をフル活用した授業----市川先生に指導していただけることで，いつも以上にしっかり頑張ろうという気持ちが感じられた。
11 イメージが具体へと変わった授業----本を読んでいると，これ１時間でできるのかな？証明しあうってどういう雰囲気かな？こうかな？などと思っていたものが，目の前に具体として表れ，理解を深めることができた。
12 整然として分かりやすい授業----起承転結がはっきりとした授業だった。
13 リズム感のある授業----声に出したり，手を叩いたり，くり返し「平行線なら・・・比が・・・」と言うことにより，そのリズムが頭に入った。また，教える場面と考えさせる場面が交互にありリズムがあった。
14 テンポがよく確実な授業----テンポよく授業が進められ，１つ１つ丁寧に確認され，生徒に身に付く授業だと感じられた。
15 リズミカルで生徒ののりのよい　意欲をわかせる授業----ふり返りながら進めていった授業であり，理解確認がよくできていた。生徒の生き生きとした目が印象的であった。
16 思考プロセストレーニングな授業----考える手順を示したデモ授業だと思った。
17 思考のプロセスをリズミカルに実体験させた授業----１時間の授業の中で，到達目標を明示し，そこに至るまでの思考のプロセスを手順を追いながら体験させられた。
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